
包摂的コミュニティプラットフォームの構築

令和7年 5月15日
内閣府 プログラムディレクター

久野 譜也
筑波大学大学院人間総合科学学術院 教授

戦略的イノベーション創造プログラム（SIP）
Cross-ministerial Strategic Innovation Promotion Program

資料１-１



R6からR7にかけて研究開発マネジメントの方針における変更点
1.社会実装SGを見据えて、サブ課題間連携を推進し、社会実装単位に集約

B1、B2、C1、C2で、昨年12月から一つの社会実装単位で進行中
他については、検討中

2.連携テーマについては、民間のマーケティング戦略に長けた社会実装リーダー
を研究テーマリーダーの上位に位置付け、迅速に意思決定される体制に変更

BC連携において4月より実施

3.我が国の社会課題における緊急性の高い女性・高齢者の包摂課題への
受容性を高めるために、テーマ毎ではなく包摂課題内にPR WGを立ち上げ、
各テーマと連携して介入内容の効率化を図る

玉川学園の中高生とのプロジェクトが進行中



テーマ略称 研究開発課題名 研究開発機関 研究開発責任者
サ
ブ
課
題
A

A-1コミュニティ再生 コミュニティと共進化するデジタルツインによる次世代型
包摂的まちづくり手法と包摂性評価指標の開発

国立研究開発法人
産業技術総合研究所 本村 陽一

A-2多様性寛容 多様性寛容の共創システム開発- 『違いがあっても
大丈夫』と共育しあえるコミュニティ構築‐

学校法人
立命館大学 清家 理

サ
ブ
課
題
B

B-1行動変容DB 自律性の向上を促す行動変容介入サービスの
基盤技術の研究開発

国立研究開発法人
産業技術総合研究所 片平 健太郎

B-1行動変容PHR 健康無関心層を含めた行動変容の促進による
心身の健康を維持・増進するサービスの開発 株式会社アシックス 田川 武弘

サ
ブ
課
題
C

C-1子育て女性 地域住民の包摂性向上と妊婦・子育て女性の
Well-being最大化に向けた社会技術の開発

国立大学法人
筑波大学 松島 みどり

C-2ボディイメージ 女性のボディイメージと健康改善のための研究開発 学校法人
順天堂大学 田村 好史

サ
ブ
課
題
D

D-1デジタル同居 高齢者と遠隔家族をつなぐデジタル同居サービスの開発 パナソニックホールディングス
株式会社 山岡 勝

D-2移動支援 移動の課題を克服し高齢者や障がい者の自律を
促進する外出支援サービスの開発

学校法人
久留米工業大学 東 大輔

D-3金融包摂 高齢者が生涯にわたって自立的に経済活動ができる
包摂的な社会経済システム構築

学校法人
慶應義塾大学 駒村 康平
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研究開発テーマと研究開発責任者



高齢者のWell-beingを
高めるコミュニティ（サブ課題D）

社会参加を高める地域
包摂コミュニティ（サブ課題AD）

②新しいモビリティと
外出を支える公共

   交通支援策

女性活躍を支える地域・職域
包摂コミュニティ（サブ課題BC）
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②保健事業にお
ける成果連動

   インセンティブ
   制度の強化

産業 金融包摂

①少子化対応策とし
   ても機能する子育
   て女性の支援策

一人ひとりの幸せの最大化のために、日本人が大事にしてきた寛容性・自律性を取り戻すための
社会技術群を開発、さらにそれらを基盤に実装を促進する制度やビジネスを構築Mission

ミッション

②自家用車に頼らず
   とも好きな時に
   外出可能なモビリ
   ティサービスの開発

①DXも活用した
人口減に対応する
市街地の再生法

制度制度 産業

①認知機能
   低下者の資
   産を守る仕組
   みと活用でき
   る仕組みづくり

①金福連携を
   促進する制度
   の確立

①デジタル同居
など高齢者

   予防サービス
   の創出

①DXも活用した
人口減に対応する

   市街地再生ビジネス
   の創生

②自治体と
連携したフレ
イル予防の自
動走行モビリ
ティの創出

①コミュニティ再生、女性活躍、後期高齢者の健康寿命延伸、及びwell-being向上の社会技術の国内及び海外へ
の展開

②アカデミア、産業、Art＆Scienceの融合による日本オリジナルの発信

制度 産業

①DXによる妊産婦
   の伴走型心身の
   健康支援プログ
   ラムの拡大

②フェムテックと連携
   した女性のライフ
   コース支援サービス
（対話型AIの活用）

②地方創生の一環
としての中小企業

   就業女性の活躍
   支援策



30 40 50 60 70 80 90 100（歳）
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孤立高齢者15.3％ ＊英国の３倍
（斉藤ら, 2020）

免許有無で高齢者の外出率に
20％程度の差（国土交通省, 2015）

特殊詐欺の増加 R5年 453億（警視庁, 2024）

初産婦の25％が抑うつに悩む
（久保, 2014）

女性特有の健康課題による生産性損失3.4兆円（経産省, 2024）

フレイル 高齢者全体の8.7％ （村山ら, 2020）

S
I
P
で
開
発

し
て
い
る
社
会
実
装

妊産婦死因 1位は自殺（森, 2018）

高齢者の孤立・孤独

金融資産の保全

中小企業・特に女性への健康経営が未展開妊産婦子育て女性の孤立・孤独

自治会加入率10年間で平均7％低下（総務省, 2021）,空き家の増加 2023年 約900万戸（総務省, 2024）

更年期女性の昇進意欲低下
（内閣府, 2023）

外出頻度が少ないと累積介護費4～7万円高まる（平井ら, 2021）

特定・ﾊｲﾘｽｸ妊婦が10人に1人（厚生労働省, 2020）

包摂的なコミュニティ構築に向けた課題の整理と開発している社会実装

転倒骨折による介護認定、
女性は男性の2.8倍（厚生労働省, 2019）

ルッキズムの影響による20代～40代女性の体力低下
（スポーツ庁, 2024）

成人女性のやせOECD加盟国ワースト1位 （吉池ほか, 2018）
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単身世帯の増加 2040年に単身世帯推計43.5％ 高齢者単身世帯は1990年と比べ5倍増の予測（総務省, 2024）

高齢者の移動手段確保

コミュニティ
構成の変化

ビジネスケアラーの増加
2030年推計約318万人（経済産業省, 2023）

プレゼンティーズムによる年間コスト
41万円/従業員１人 （長田ら, 2018）

転倒による労災
約4割が55歳以降女性
（厚生労働省, 2019）

サブ
課題
BC
女性

サブ
課題D
高齢
者

サブ
課題A
コミュニ

ティ
再生

思春期中期

妊産婦のDX伴走型健康支援プログラム

地域金融機関を通じた女性活躍支援コンサルテーションサービス

虚弱高齢者の外出促進につながる
モビリティサービス（自動走行）

ビジネスケアラーの減少に資する虚弱高齢者への
デジタル同居サービス

認知機能低下者増大に対する金福連携の構築、DXの活用
高齢者社会対策大綱に位置づく（内閣府, 2024）伴奏的な対話型AIアプリによる自律性支援サービス

プレコンセプションケアビジネス

包摂性指標

コミュニティ再生マネジメント支援ツール

多様性寛容の共創システム（データベース・人材育成）

）
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未着手の課題 「SNSによる非包摂性のふるまいと分断を増長する二極化の課題」

A

A

D

BC

D

D

D



包摂性を高める政策の効率的な立案をサポートするために、包摂性それ自体だけでなく、
包摂性を高める介入を考える上での前提や、包摂性を高めることにつながる要因も含めて評価が可能とする

住まいとコミュニティ
の過ごしやすさ
住まいの安定性
 住宅確保の容易さ
 住宅の安全性
アクセシビリティ
 法令の有無
 体制の有無
 整備状況
自然環境の充実
 緑地へのアクセス

社会資源の充実
 医療・介護の関する
資源

 子育てに関する資源
 教育に関する資源
 文化・芸術に関する
資源

 地域のつながりを促進
する資源

 健康増進関連の資源

人々の多様性
属性の多様さ
 セクシャリティ
（性自認、性的指向）
 社会経済要因
（学歴、収入等）
 配慮を要する状況

価値観の多様さ

 政治的思想
 宗教的思想
 正義感
 指向性（好み、

物事の優先順位）

健康と生活の知恵

健康リテラシ
 ヘルスケア
 疾病予防
 健康増進
情報リテラシ
 情報の信憑性の検
証力

 認知バイアス耐性
 検索スキル
包摂性に関する知識
 包摂性に関する用
語の認知

 要配慮状況に関す
る知識の正しさ

社会参加に向けた
知識や経験
 コミュニティに関する
知識

 コミュニティでの交流
経験

 社会参加への意欲

心身の健康
身体的健康
 体力
 睡眠
 栄養状態
精神的健康
 抑うつ
 自己肯定感
 心理的柔軟性

つながりと参加
他者とのつながりの量
（ネットワーク）
 付き合いの数
 頼れる人の数

他者とのつながりの質
 他者への信頼感
 孤独感
コミュニティへの関与
 コミュニティ活動への
参加

 コミュニティへの愛着

個人の自律性
個人の自律的行動
 自己決定
 役割の遂行
 適度に他者を頼る
 自分の価値基準を持つ

社会の寛容性
個人の寛容的行動

周囲の人々の寛容的
行動

 助ける・気遣う
 手間を厭わない
 多様性を尊重する
 差別をしない

 よく会う人々の寛容
 よく会う人々の不寛容
 地域の人々の寛容
 地域の人々の不寛容

前提 包摂性それ自体（結果系）包摂性の向上に関連する要因（原因系）

包摂性評価指標の全体像
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A-1コミュニティ再生

① 使い勝手が良い
② 多様な包摂課題に対応でき、介入による感受性がある
③ 集積されるデータがその後オープンで使用できる環境を整える

指標開開発の基本コンセプト



サブ課題AD連携による住民の寛容性と自律性（社会参加）の向上

社会実験の実施（2025年2月以降多摩市で継続中）

SIP課題間連携
課題10「スマートモビリティプラットフォームの構築」から
技術提供を受け、照度変化の課題やLIDARシステム
の小型化・簡略化・低コス化といったボトルネックを解消

自治体と強力な連携体制
「たま広報」の１面に社会実験に
ついて掲載

※画像は2024年1月 No1467版

◆1号あたりの部数：81,450部
◆配布方法：多摩市内の全戸
（事業所を含む）へポスト配布
及び周辺駅等に設置

◆開発中のモビリティ
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子育て女性の疲労感は心と体が強く関連

3.50

2.74

1.73

2.57

1.83

3.53

3.30

3.56

子どもと屋外で遊ぶ時間：ほとんどない

1日で体を動かす時間：30分未満

体の不調

不眠

経済的な不安を感じる

育児を一人でしていると感じる

自分の子育てが正しいか悩む

子どもを優先するのが当たり前だと感じる

１ 疲労を感じる

オッズ比（OR）

※オッズ比が統計的に有意（P<0.1）の場合に赤字、有意性が見られない場合に黒字で示す。

*2

*3

*4

〇 分析対象者：2025/4/28に静岡県で実施された杏林堂イベントにてアンケートに回答した母親301名のうち、産後0～3年未満の女性で、
かつ分析に使用する変数に欠損がなかった212名（年齢、所得、学歴などの基本属性は聞いていない）

*1

*2 「30分以上実施」を参
照
*3 「週1回以上」を参照

*4 全ての変数を調整変数として利用、これらに加
えて子どもの数と末子の年齢も調整してたオッズ比。

*1 「育児中に『ひどく疲れたな』と感じる」という設問に
対し,
・「よくある」「いつもある」と答えた者 ⇒ 『1:疲労を感
じる』（25.58%）
・「ときどきある」「あまりない」「まったくない」と答えた者
⇒ 『0:疲労感なし』(74.42%)
を従属変数として利用

心の不調

体の不調

サブ課題C1 2025
8



C-1 DXによる伴走型「MUM UP PARK」の開発コンセプト

孤立・孤独

身体と心のケア
健康リテラシー向上

セルフエフィカシー
向上

地域社会との
つながり

well-being向上

地域愛の醸成

AI統計モデル処理
コミュニティ診断

パーソナライズ診断

TRL 技術開発①
対象者向け

類型化アルゴの開発

HRL 人材育成
講師・自治体職員の

スキルアップ
DX伴走型支援

対話AIアプリによる
伴走支援サービス
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BRL 事業
アライアンス企業からの

参加料徴収
複数の企業とアライアンスの交渉中

GRL 制度
子育て応援給付金
子育て支援拠点事業
女性版健康経営 府省庁連携

C-1子育て女性



参加前

参加後

B子さん
・38歳初産（高齢初産）
・子の月齢：10か月
・オンライン参加

産後に心身の
健康度が低下

（妊娠中も運動習慣が
なく、体力低下の
まま出産・子育て）
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心身健康状態
・強い不定愁訴
・ずっと怒っている
・自宅に閉じこもっている
・他者との交流がないことに
危機感を感じていた

孤独感の悪化、
心身の不調、周囲への遠慮
→自ら改善行動ができない

心身の健康状態
・身体が楽になった
・身体を動かす楽しさを
実感した
・ずっと怒っていたが、笑え
ようになった
・気持ちの余裕が生まれた
・初めて外出しようと思った

孤独感の低減、
運動への意識が変化

→自律性の向上

オンライン包摂
コミュニティの醸成

実母や夫が休日のみ
育児をサポート

（夫に対する不満）

自分の子だけでなく他の子
の成長ぶりを嬉しく感じる

→寛容性の向上

「MUM UP PARK」 質的研究の結果 C-1子育て女性

MUM UP PARKへの参加動機
・保健師からの推奨
・インスタグラムで教室の状況を可視化できた
（これなら出来そう）
・オンラインで家から参加できる
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女性活躍の実現に向けた我が国の課題 C-1子育て女性

女性特有の健康課題により
生産性：約50％に低下
当事者・非当事者間のギャップ
男性：月経随伴症等による女性の困難度
の過小評価、アブセンティーイズムへの
影響の過大評価

中小企業の取組みの遅れ
・月経随伴症状に伴う労働損失を

経営者は知らない：80％（R5調査）
・健康経営実施 ：12.6％のみ

⇔大企業 93.7％
・中小企業の経営情報源第１位は、
金融機関（49％）

当事者の人的・心理的資本
高いヘルスリテラシー・プロモーション 0.16

支柱①思いやりのある
職場風土
セクハラのない職場 0.24

支柱③健康を支える施策
女性特有の健康課題に関する

社員・管理職向けセミナー・啓発 0.10

支柱②健康課題時に
休みやすい体制
業務の明確性0.17 など

経済的資本と
仕事外の負担

経済的に困窮していない
0.24

社会関係資本
職場のコミュニティ 0.12

R6調査 n=2166（20～70代の
働く女性）数値は相関係数の絶対値

女性の健康課題があっても生産性低下しにくい要素が判明R6年度 調査結果から

経営者・社員の行動変容を促す女性特有の健康
課題に配慮した経営への転換が必要

当事者の
自律性向上

職場の相互理解
（寛容性向上）

経営層の
意識向上 ＋＋

金融を通じた中小企業が活用で
きるサービス開発と制度化

人手不足への打ち手となる



高齢者が生涯にわたって自立的に経済活動ができる包摂的な社会経済システム構築（金融包摂:D3）
地域共生社会との関連で厚労省・経産省・消費者庁・金融庁等と協議し、Bridgeへの移行も検討中。

柱 概要 現在までの実績 完了時の目標
（
1
）
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム

モデ
ル
事業

•金融機関と福祉機関が連携した地
域モデルの確立

•5自治体と開始 •10自治体での実装

全国
展開 •金融包摂の全国展開

•内閣府・高齢社会対策大綱
に位置づく

•社会福祉法制度への反映

•金融庁、消費者庁、厚
労省等の関連制度の改
革

（2）
キャパス

•高齢者自身が自分の金融資産運用
能力を確認できるAIツール開発

•α版アプリを開発と金融機
関における実装準備

•大手金融、地銀、信金
等8金融機関での実装

（3）
リスク検出

•金融機関が高齢者の資産運用をサ
ポートするAIツール開発

•アプリの開発から試験的運
用の準備

•大手金融、地銀、信金
等8金融機関での実装

（4）
取引支援

•遺言を作成時の認知機能の状態を
確認し、状態を保存するAIツールの
開発

•信託銀行等における遺
言実務における実装



（件）

NEWS NNN（日テレ）
久野先生出演
「国際生理の日」

生理をタブー視せず向き合う取り組み

R6年度主なPR実績
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B-1・B-2・D-1
合同シンポジウム
（パナソニック目黒ビル）

参加人数515名

クローズアップ現代（NHK）
駒村先生、成本先生出演

高齢者ねらう不動産詐欺
独自取材 “被害”連鎖の実態

11
月

PR活動実績メディア反応

「一個人」記事掲載
子育てが楽しい社会変革への挑戦
「ママもまんなか」子育て支援プロジェクト

「読売新聞」記事掲載
女性の健康意識向上を

20
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シンガポールにおけるスポーツを核とした
多世代コミュニティ形成に成功した健康まちづくり

シンガポール 日本
平均寿命：男女平均

（WHO 2023）
83.2歳
（4位）

84.3歳
（1位）

健康寿命：男女平均
（WHO 2023）

73.6歳
（2位）

74.1歳
（1位）

運動・スポーツ実施率
74%

（１０年前は５０％） 52%

外観図：Our Tampines Hub 「HUB GUIDE」

 公共交通網「MRT」とスポーツ複合施設の一体開発
国交省とスポーツ庁が連携してMRTと１３ものスポーツ複合施設を計画
的に配置。駅から徒歩５～１０分圏内を原則とし、ウオーカブルを実現し
ている

 スポーツハブ
- アクセスに優れたスポーツコンプ
レックスが地域ごとに存在する

- 運動施設と文化及び商業施
設が融合（運動機会創出と
多世代交流）し、多様な世代
が集まるコミュニティが形成され
ている

 予防（健康スポーツ）に多額の投資を行っている
保健省とスポーツ庁が密接に連携。政府は、医療費に予算を入れるより、
人々を活動的・交流することに注力した政策を推進し、スポーツ実施率
を１０年間で２０％も増加させた

田邊2024年を久野が一部加筆 2025年

◆日時：2025年2月20日（木）午後1時～午後6時
◆会場：在シンガポール日本国大使館ジャパンクリエイティブセンター
◆主催：

・内閣府 「戦略的イノベーション推進プログラム
包摂的コミュニティプラットフォームの構築」

・筑波大学大学院人間総合科学研究科
・日本大使館（シンガポール）

◆共催：
・スポーツシンガポール（シンガポールのスポーツ庁）

International Joint Seminar for Smart Wellness City
“Transformation for a healthy and long-lived society 
through international cooperation:
Innovation in Sports, Wellness, and Community 
Development in Singapore and Japan”

国際的発信の実績
シンガポール政府とのジョイントセミナーの開催
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（基本コンセプト）

アカデミアの言葉を、
生活者の言葉に変換

PR WGを設置
PD補佐がPMで包摂全体におけるPR戦略を推進

15

・子供も大人も皆が分かる、Keyメッセージとビジュアル、ロゴ
・包摂全体と個別テーマのPR連携、戦術推進



部活動
メンバーは選抜制（中高生～大人）
当事者と、非当事者の中の特に関心の高い人が参加する
各テーマの活動に意見を出したりイベントに参加する
（玉川大学付属中高とモデルの実施）

フ  ェ  ス 部の掲げる旗のものとにさまざまなジャンルの「良くする」を集める

マ  ン  ガ 活動内容のエッセンスを抽出しコンテンツ化 / 子どもだけでなく大人にも

部 室 部の活動拠点をつくる（とりあえずはオンライン）

口コミ 各部の活動を口コミで拡散する仕掛け
健幸アンバサダーも活用

動 画 活動内容への関心を高めるためにはやはり動画が必要

包摂全体のPR活動＝「世の中ちょっと良くする部活動」
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